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会社概要

1

商号 スマートグリーンエネルギー株式会社
所在地 東京都千代田区丸の内1丁目5番1号 新丸の内ビルディング
代表者 代表取締役社⻑ 渥美 謙介
設⽴ 2022年5月10日
資本⾦ 1億円
株主構成 日本駐⾞場開発株式会社 100％

業務内容
再生可能エネルギー設備への投資と運営
脱炭素化推進コンサルティング事業
売電事業
及びそれに付随する⼀切の事業
代表取締役社⻑

渥美 謙介
2007年、慶応義塾⼤学卒業後、日本駐⾞場開
発へ入社。2011年、新卒入社5年目で⼦会社
「日本⾃動⾞サービス株式会社（現︓日本⾃動
⾞サービス開発株式会社）」を設⽴し、代表取締
役社⻑に就任。2018年10月、日本駐⾞場開発
株式会社常務取締役管理本部⻑に就任。日本
⾃動⾞サービス開発株式会社取締役、株式会社
ロクヨン取締役を兼任。2022年、スマートグリーンエ
ネルギー株式会社を設⽴し、代表取締役社⻑に
就任。

社外取締役
古橋 伸⼀郎
栃⽊県⿅沼市出⾝。150年以上続く林家。慶應⼤
学経済学部卒業後、2007年に新卒で住友林業に
入社。国内外からの⽊材の仕入れ・販売を担当した
ほか、森林認証制度、ISO14001などの環境への取
り組みも担当。造林業を営む家業を継ぐと決め、
2019年に退社。栃⽊県内の造林会社で⼭林管理
などを学んだ後、2021年に実家の有限会社弘伸造
林の取締役に就任。
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事業概要
事業概要

日本の豊かな⾃然、そして地球環境を守るためにも、カーボンニュートラルな社会の実現に向けた取り組みとして
再生可能エネルギー設備の投資、運営をしています。
最初の事業としてグループ会社である藤和那須リゾート株式会社が栃⽊県那須町で展開する事業において、
再生可能設備への投資、そこから排出される熱の既存宿泊施設での活用を展開します。
NPDグループは全国10ヶ所のスキー場やテーマパークを保有し、まずはそこで脱炭素に向けた投資を進めていきます。

ミッション
従来にはなかった地産地消の小型再生可能エネルギーの

成功事例を創ることで、社会問題を解決する

NPDグループが所有している⾃然
資源をもとに、再生可能エネルギー
に積極的に投資

地産地消の小型モデルを外販、コンサルティング
• ⼤型発電投資事業では賄えない隙間を埋める
• 小規模の遊園地、スキー場、別荘地への展開
• 駐⾞場におけるEV普及やCO2削減の展開
• 地域連携によるスマートシティやデジタル田園都市構想の実現

NPDグループ
カーボンニュートラルを

実現

2022 2030 2050
対2013年度⽐

温室効果ガス排出量 -46% カーボンニュートラルの実現 -100%日本政府による
目標設定

SGEにおける
目標設定

日本における
カーボンニュートラルの実現に貢献
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12312.16, 
72%

4705.07, 
27%

169.9, 1%

年間CO2排出量(t-CO2)
スキー場 TOWA那須リゾート 駐⾞場、その他

日本スキー場開発
国内8か所
合計 12,312t 
72%

日本テーマパーク開発
合計 4,705t
27%

NPDグループ合計
17,307t

（2021年7月期時点）

NPDグループのメイン事業である駐⾞場事業はほとんどCO2を排出しませんが
事業の拡⼤に伴い、CO2を排出する事業のウェイトが高まっています。

導入の背景 ≪当社グループにおけるCO2排出量≫
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那須グリーンハイランド構想

4．植林の実施
エリートツリー植林

5．CO₂の吸着促進

3-1．熱利用︓宿泊事業
お風呂（重油の代替）融雪 暖房

3-2．発電︓宿泊事業
電気⾃動⾞への給電

2．間伐材の活用

1．別荘地の整備

3．バイオマス発電・熱利用

生物多様性の維持

東京ドーム172個分の森林（約800万㎡）を活用し、別荘地5000区画、宿泊施設200室、
年間50万人来場する遊園地のすべてを再エネ化する取り組みをしています。

地産地消の循環型の持続可能な地域づくり
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バイオマス熱電併給設備による発電・発熱

システム概要図
消費先

※ポンプ、バルブ、補機類は省略しています。 温度差のイメージ明瞭化のため、⽮印の⾊を変えて表現しています。

導入設備

木質熱電併給設備

85℃

蓄電池設備

木質チップ乾燥機

チップボイラー

75℃

65℃

65℃

55℃

80kw

フロント棟 温浴施設

蓄熱タンク 熱交換器

照明

給湯

燃料となる⽊質チップの製造から発熱・発電、供給までを当グループで内製化して取り組んでおります。

グループ会社が
周辺別荘地の管理、開拓。
その際に伐採された⽊材を
燃料チップとして利用。

発電した電⼒をホテルのフロント、
レストラン、BBQ場などに供給し、
電⼒は施設内で100%⾃家消費

生じた熱はフロント棟にある
温浴施設の給湯・加温に利用し、
既設ボイラーの重油消費量を削減
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導入機器 ≪バイオマス熱電併給機器 「Volter40」≫

Machine Name Volter 40
Electric power 40kW
Heathing power 100kW

Out Max85℃ - In Max65℃
Country of origin Finland
Fuel feeding Woodchip

- Max63mm
- 8~30mm:80％以上 3mm~:1％以下
- Moisture content ＜15％

Produced gas H2 17％
CO 25％
CO2 8％
CH4 2.5%
N2 47.5％

Produced ash 500L/week 1~2% of gas
Carbon Offset A unit 300t/week

→about 6,800 cedar trees
Size L＝4,820mm W＝1,270mm

H＝2,500mm
Weight 4,500kg

バイオマス発電機を2機、合計90kWの電気
出⼒と200kWの出⼒で熱を生成しています。
間伐材を加⼯した⽊質チップを燃料にしており
1基あたりCO2を年間300ｔ削減する効果
が⾒込まれています。
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導入機器 ≪⽊質チップ乾燥機 「ECO T2 Dryer」≫

Machine Name ECO T2 Dryer

Country of origin UK

Moisture Content 50% - 10% 200kg／h
50% - 25% 410g／h

Tempreture In︓85℃ Out︓70℃
Test/Kw 200kW

Weight 2,500kg

Size L＝5,180ｍｍ W＝2,800ｍｍ
H＝4,200ｍｍ

生成した⽊質チップを乾燥機に投入し、
バイオマス発電機とバイオマスボイラーに燃料供給をしています。
また、乾燥時の熱はすべてVolterの熱を利用し、
重油を使用しない設計となっています。（必要熱量︓200kW）
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導入機器 ≪チップボイラー 「Schmid」≫

Machine Name Schmid UTSD

Country of origin Sweden

Fuel Piece wood half meter

Power range 25 – 230kW

⽊質チップを燃料としたスウェーデン製のバイオマスボイラーで
温浴施設への熱供給を⾏っています。
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導入機器 ≪蓄電池ユニット 「CLEANVERTER 50 JP」≫

Machine Name CLEANVERTER 50 JP

Max voltage 480 Vca 3ph

Max input current 130Arms

Power range 25 – 230kW

Power factor Automatic

Harmonic distortion of 
current

<5%

発電機に蓄電池ユニットを連携。
停電時でも発電機の運転を可能にし、災害時に電⼒を供給します。
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導入時の課題 ≪電気供給≫

■課題 度重なる機械停⽌のトラブルシューティング

■解決策 試⾏錯誤を繰り返し、安定稼働へ

機械を始動した8月中旬〜10月にかけて100回以上の機械トラブルを観測。
（頻発した問題）
・ガス化炉の温度低下及び過度な温度上昇による機械停⽌
・チップ燃焼後の灰の配管詰まりによる機械停⽌
・夏季の外気温上昇による蓄電池熱暴⾛による機械停⽌

（対策例）
・規格外のチップを発電時に使用しないよう、チップのふるいを
導入する簡易⼯事を実施。
・含⽔率を乾燥機を使ってより細かく調整。
・チップにする⽊材の樹齢を変更。

以上のことを日次で調整し、上記の課題を解決。
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導入時の課題 ≪熱供給≫

■課題 寒冷地独特の寒さに苦戦
Volter40の発熱およびバイオマスボイラー（Schmid）の発熱を利用し、
既存ボイラーのAの出⼒を減少させることでA重油の削減を⾏っております。

運用して始めて下記の問題が発生
・バイオマスボイラーの⼒で温泉があまり温まらない
・寒冷地独特の外気温の変動で温泉温度が変化し、
バイオマスボイラーと既存ボイラーの温度調整に時間がかかる。

■解決策 オペレーションの内製化と設定温度の調整を実施中
ボイラーメーカーと連携し、現在も解決に向け取り組んでおります。

・バイオマスボイラー主体で熱供給する仕様に調整。
・外気温に合わせて温泉の温度を変えられる仕様に調整中。
・メーカーから設定変更を確認し、当⽅でも必要なときの微調整が可能かを討議中。

→結果的に機械の出⼒には問題無いものの、実際の発熱段階で
想定の6割程度までしか重油代が削減出来ていない状況


